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旗課饗デ諸澱聴聞、蒔鞠達擬す

障竃の挙る子どもが通う「放課後簿デイサービ
ス」を巡り、今毎度の報醐改定で減収になる蕃楽
所が続出したため、摩藍労筋管は餓日、市医町村
に対し、子ともの障害の憂さを再判定するよう健
す連絡をした。
今年度から厚労省は、剰周する子ともの障蕾程
度を市区町村が判定し、重度の子が半数以上かど
うかで事業所の報轍を線引きすることにした。し
かし、事業者蘭から「手ともの状態を見ず軽度と

謀議護露盤慧豊憲議案欝劃
され、減収になる事業所が85％に上ることが分か‖
った。厚労省は自治体に再判定を依頼。再判定の！

結果、重度の子が半数を超えた薯業所には、10月

以降の報謝こ反映できるようにする。庖藤馨介）l
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矧蹄脚7月27日付・当輔や甘食・柳瀬冷や

のとりくのか一定の執着等新造へ。

縁鯵　入居者を募集’ 
♭8串8日のくら14日は）中断 

♭曲名也等ぼ鮮卑供髄群、8跨－0344－ 

♪彩度面魂虜確碧、種浜村2．介良十津 

踊、小技餌・種田．錠仕種瀞、諸原、十時 
’　　　　　　　　　　　　iiiiii貢i∃王国新案 

添楽譜鰐・生講補給 
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